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安全報告書とは

私どもの会社が運輸安全に関して1年間にどのような活動を

してきたか、また、事故件数や安全への投資、教育を行なった

結果を公表するものです。

「旅客自動車運送事業運輸規則第四十七条の七第一項の規

定に基づき旅客自動車運送事業者が公表すべき輸送の安全に

係る事項」で定められている項目について公表することとされ

ています。
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輸送安全方針

私たちは、安全安心なバス輸送を追求し、社会に貢献します。

行動原則

１．私たちは、常に輸送の安全を優先します。

２．私たちは、常に関係法令・ルールを守ります。

３．私たちは、常に輸送の安全取組の維持・向上に努めます。

当社では社員が一丸となって、以下のとおり輸送の安全確保

に取り組みました。

輸送安全方針の意識付けおよび浸透を目的に全社員に輸送安

全カードを配布し、重点課題は本人が記入しています。また、

基本方針と基本行動原則を定期的に唱和しています。

（表） （裏）

1.
輸送の安全に関する

基本的な方針
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輸 送 安 全 方 針

私たちは、安全安心なバス輸送を追求し、社会に貢献します。

行動原則

1. 私たちは、常に輸送の安全を優先します。

2. 私たちは、常に関係法令・ルールを守ります。

3. 私たちは、常に輸送の安全取組の維持・向上に努めます。

相鉄バス株式会社 発行 2022年4月1日

［2022年度］事故防止目標

有責事故対前年比10％減

［重点課題］

①横断歩道での事故「ゼロ」の継続
②発進時の人身事故「ゼロ」
③交差点での事故50%減
④逆突事故50%減
⑤健康起因事故「ゼロ」の継続



一般貸切旅客自動車運送事業について

(1)許可年月日 2001年10月30日

(2)許可された条件の内容 営業区域

神奈川県

(3)営業所名称

綾瀬営業所・旭営業所・横浜営業所

(4)神奈川県バス協会加入

(5)貸切バス事業者安全性評価認定制度による評価結果

2017年～ 三ツ星 ☆ ☆ ☆

(6)人員について

・乗務員 4３８名 （一般乗合旅客自動車の運転兼務）

・運行管理者 41名 ・運行管理補助者 7名

・整備管理者 5名 ・整備管理補助者 64名

(7)車両について

一般貸切自動車 14台
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貸切バス事業者安全性評価認定制度と
は、日本バス協会において、貸切バス
事業者からの申請に基づき安全性や安
全の確保に向けた取組状況について評
価認定を行うものです。



2.
輸送の安全に関する目標及び

当該目標の達成状況

2022年度事故防止目標 実施結果

有責事故対前年比１０％減 対前年比 １２.８％増

未達成

3.
自動車事故報告規則第２条に規

定する事故に関する統計

報告件数合計 ２１件

人身事故 ０件

自動車の装置故障 ２１件
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5.
輸送の安全に係る情報の伝達体

制及びその他の組織体制

別掲『輸送の安全確保に関する組織及び連絡系統図』参照

4. 安全管理規程

別掲『安全管理規程』参照
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関東運輸局の監査を受け以下の行政処分（事業用自動車の使

用停止）を受けました。処分内容を厳粛に受け止め、再発防止
策を講ずるとともに、今後は、更なる安全・安定輸送に向けて

取り組んでまいります。

1.該当営業所

旭営業所
2.行政処分の内容

2020年3月17日付

処分日車数 10日車
3. 主な違反の条項・概要

・所定の拘束時間を超えて乗務していた者があったこと

・仕業間の休息を十分にとらずに乗務していた者があっ
たこと

・連続運転が4時間を超えていたものがあったこと

（道路運送法第27条第3項）
（旅客自動車運送事業運輸規則第21条第1項）

4.当該処分に基づき講じた処置

①仕業の見直しを行ないました
②出勤管理システムの改修を行ないました

③乗務員の運転時間について国土交通省で定める基準に

ついて再確認を行ない、遵守するよう再徹底しました

6. 行政処分の公表



7.
輸送の安全のために講じた措置

及び講じようとする措置
（１）情報共有、意思疎通

輸送の安全確保に関する情報共有、意思疎通を積極的に行な

い、社員一丸となって「安全作り」を推進していくために、以

下の取り組みを実施しています。

①『運輸安全会議』

・社長、安全統括管理者、管理職、監督職、現業長等が出席し、

運輸安全マネジメント体制や安全取り組み全般について報告、

審議、検討を行なっています。

②『運転事故防止委員会』

・本社及び現業の代表者が出席し、実際に発生した事故につい

て原因の究明、再発防止策を検討しています。

④その他

・社長及び安全統括管理者が定期または不定期に現業巡視・巡

回を実施し、訓示にて営業所員の安全意識向上に努めていま

す。また、直接意見交換を行なう場としています。

・安全輸送に関する情報について、通達、回覧、社内報、各種

会議体等を通じて周知徹底を図っています。

・入社式において『社長講話』を実施し、『安全の必要性』を

認識させています。
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③『職場事故防止会議』

・現業の代表者が出席し、実際に発生した事故について原因の

究明、再発防止策を検討しています。
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ハイブリッドノンステップバス

高速バス ＥＤＳＳ（緊急停止装置）

ノンステップバス*1購入 324

（サイドビューカメラ*2及びＥＤＳＳ*3付き）

（サイドビューカメラ付き）

ハイブリッドノンステップバス*4購入 107

（サイドビューカメラ及びＥＤＳＳ付き）

（２）①安全投資（202２年度実績）
単位：百万円

ノンステップバス

高速バス*5購入 38

（ASV *６・サイドビューカメラ及びＥＤＳＳ付き）
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（２）②安全投資（202３年度計画）
単位：百万円

ノンステップバス購入 213

（サイドビューカメラ及びＥＤＳＳ付き）

ハイブリッドノンステップバス購入 247

（サイドビューカメラ及びＥＤＳＳ付き）

＊1．ノンステップバス

…乗降ステップをなくし、より乗り降りを容易にしたバス

＊2．サイドビューカメラ

…左折時の死角を補完する外カメラおよび液晶表示装置

＊3．ＥＤＳＳ

…ドライバーに異常が発生した場合に非常ボタンにより車両を緊急停止させる装置

＊4．ハイブリッドノンステップバス

…ノンステップバス車両で電動アシスト機能を搭載した環境にやさしいバス

＊5．高速バス

…高速道路を運行するための路線バス

＊6．ASV（先進安全自動車）

…先進技術を利用してドライバーの安全運転を支援するシステム

高速バス購入 118

（ASV・サイドビューカメラ及びＥＤＳＳ付き）



（３）交通安全運動及び輸送安全総点検期間中の取り組み

春・秋の全国交通安全運動、夏季輸送安全総点検、年末年始

輸送安全総点検期間中には安全意識の高揚、安全管理体制の点

検、コミュニケーション強化等を図るために次の取り組みを実

施し、積極的に「安全作り」に努めています。

①運動の目的や実施事項を記載した社内通達による社員へ

の周知徹底

②社長及び安全統括管理者による「現業巡視・巡回」

③社長、役員、管理職による「早朝点呼執行立会い」

④本社員、現業長、運行管理者等による「添乗指導・街頭

指導・乗車観察」

⑤関係機関の協力により開催する「安全講習会」

※コロナ禍の影響で今年度は未実施
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⑥お客様へ車内人身事故防止のための啓発活動

※コロナ禍の影響で今年度は未実施



（４）地域の方との交通安全対策

地元自治体や地域の学校関係者と協力し、障がいをお持ちの

方等がバスを安全にご利用いただくための事故防止実習や中学

生の職場体験学習の受け入れ、小学生への交通マナー講習会、

高校でのマナー講座などを行なっています。

マナー講座 自転車飛出し事例
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（５）その他

①運輸防災マネジメント

・防災の取り組みとして、事業継続計画（BCP）の改定、

災害時の復旧対策、防災訓練、非常食の確保、マンホール

トイレ購入等各種対策を講じています。

防災訓練 非常電源確保
（インバーター付車両）



②国土交通省・運輸局・警察・バス協会より表彰をいただき、

乗務員のモチベーション向上が事故防止へとつながってい

ます。また、安全を含む運転業務全般の向上を目的とした

社内表彰制度を導入しています。
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表彰名 表彰人数

道路運送事業等運転者
永年勤続表彰（大臣）

1名

関東運輸局長表彰 4名

神奈川運輸支局長表彰 21名

神奈川県警本部長表彰 6名

日本バス協会長表彰 2名

神奈川県高速道路交通安全
連絡協議会優良運転者表彰

3名

表彰名 表彰人数

優秀乗務員表彰 82名

無事故運転個人表彰 313名

③交通安全意識の高揚と運転技術の向上を目的として開催し

ている運転競技大会は、新型コロナウイルス感染症の影響

で2020年度から2022年度まで開催を中止しました。
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④輸送の安全に影響を及ぼす可能性のあるリスク要因の

低減を目指して、以下の取り組みを実施しています。

・バス路線の沿線諸施設の巡回点検及び点検結果に基づ

く環境整備

・ＳＡＳ（睡眠時無呼吸症候群）対策や脳ドックをはじ

めとした、各種健康診断結果に基づく社員の健康管理

2022年度受診者数

ＳＡＳ（睡眠時無呼吸症候群）検査

全乗務員の3割以上 147名

脳ドック

40歳以上の乗務員（5年毎）
102名

心臓検査

40歳以上の乗務員（5年毎）
102名

インフルエンザ予防接種

全社員（希望者）
414名

規制薬物検査

全営業所員
497名

眼科検査（視野障害対策）

全社員
555名

⑤ASV（先進安全自動車）の整備も

できる特定整備事業の認証を取得

・高速バス等に搭載されている衝

突軽減ブレーキ等に関わる電子

制御装置の点検・整備が出来る

よう、認証を取得しました。



8.
輸送の安全に関する教育及び

研修等の実施状況

（１）社員の経歴、担当業務に応じた計画的な社内教育

専任の教育担当者により次の教育を実施しています。

①乗務員を対象としたもの

・入社時の新入社員教育、定期教育、事故惹起者、高速バ

ス担当者を対象とした事故防止教育等、関係法規・危険

予知・心理的要因・車両特性・走行訓練等をテーマとし

た教育を実施しています。

・運転者適性診断システム（ナスバネット）、ＯＤ式安

全性テストを用いて乗務員の運転適性の診断を行ない、

各人の適性に応じた指導を実施しています。

・安全運転訓練車を導入し乗務員個々の運転における各

種データを収集・分析しています。

1)測定後、振り返り映像を乗務員と指導員の双方で確

認し、これまで行なっていた確認方法、動作・操作

等、事故につながるような習慣を見直し、改善する

よう助言・指導を行なっています。

2)データ収集後、測定結果を分析しグラフを作成、改

めて乗務員との面談を実施し、弱点を意識させ事故

を未然に防止する指導を行なっています。
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安全安心なバス輸送追求のために、社員一人ひとりの安全取

り組みに対する能力育成及び安全意識の高揚を目的として、以

下の教育及び研修等を実施しています。



③運行管理者・事務所員・整備員等を対象としたもの

・運行管理者を対象に運輸安全マネジメント『リスク管

理教育』を実施しています。講義ではリスク管理の意

義と重要性を教育し、グループワークでは事故に対す

る具体的な原因の分析手法及び的確な対策を立てられ

るよう学んでいます。

②新任班長運転士・副班長運転士を対象としたもの

・運転士から登用された新任班長運転士・副班長運転士

に、運転士の指導方法等をテーマにした教育を実施し

ています。

・講義の中で運輸安全マネジメントについても復習を行

ない、更なる安全意識の向上を図っています。
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運転基礎実技訓練 雪道研修

安全運転訓練車 安全運転訓練車乗車後の面談



（２）班会議

＊各営業所10～20名の乗務員で構成。必要に応じて臨時にも開催される

営業所で定期的に開催する班会議において、乗務員に対し

て国土交通省で定められている「旅客自動車運送事業者が事

業用自動車の運転者に対して行なう指導及び教育の指針」

の内容に沿い指導・教育を行なっています。同時に運行・

安全・事故防止・車両整備等に関する事例の周知のほか、リ

スク情報（ヒヤリハット情報等）及びドライブレコーダーの

映像を活用して危険事例の共有・水平展開等を行ない、輸送

の安全確保及び向上に努めています。

ドライブレコーダーを使用した教育 チェーン着脱訓練
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実車を使用した教育 教育指針に基づいた教育



（３）外部機関の活用や外部講師による教育及び研修等

実技研修 点検研修

①乗務員を対象としたもの

・自動車安全運転センター安全運転中央研修所において

行なわれる、旅客自動車（バス）運転者課程

（２日間にわたる運転知識および技術・実技研修）を

受講しています。

・指導運転士の指導力向上を図るため、外部機関による
指導運転士指導力向上教育を受講しています。
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座学研修 実技研修



②整備員を対象としたもの

・外部機関が開催する自動車整備に関する研修・講習を

受講しています。

③運行管理者を対象としたもの

・独立行政法人自動車事故対策機構が開催する運行管理

者講習、適性診断活用講座その他セミナー等を受講し

ています。

④乗務員・運行管理者等を対象としたもの

・各営業所に所轄警察署交通課員を招き、春と秋の全国

交通安全運動期間中に交通安全講習会を実施していま

す。

⑤その他

・外部団体等が開催するシンポジウムやセミナーへ積極

的に参加し、輸送の安全確保に必要な知識の習得、安

全意識の向上に努めています。
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（４）事件・事故・テロ・災害等緊急時を想定した対策訓練

連絡体系図の通りに情報伝達が正常に実施できているかの確

認を行なっています。

不定期に行なう安否情報システムによる訓練を実施していま

す。



（５）実施状況のチェック

運行管理者等による添乗指導・街頭指導を随時実施している

ほか、本社員による安全再確認・乗車観察を行ない営業所との

連携を取っています。また、交通安全運動及び輸送安全総点検

期間中に各種取り組みを行ない（7-(3)参照）、輸送の安全確

保に関する業務のチェックを全社的視点で実施しています。
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（6）普通救命講習の実施

救命救急士による普通救命講習を行ないました。

（7）サービス介助士の取得

班長運転士・副班長運転士を対象にサービス介助士の取得に
取り組み、班員に対して高齢者や移動困難者の介助方法を教育
しています。



9.

輸送の安全に関する内部監査結果

並びにそれに基づき講じた措置

及び講じようとする措置

2022年度の内部監査では、安全管理規程に係るガイドライ

ンに沿った安全管理体制が有効に機能しているかどうか確認し

ました。その結果、安全管理体制が次のとおり有効に機能して

いることを確認しました。

19

『各営業所長』

営業所員の育成が大事だと考えていました。デジタコを活用

し速度超過等のチェックを行なっていました。積極的にコミュ

ニケーションを取り、風通しの良い職場作りに努めていました。

『安全統括管理者』

職場巡回を積極的に実施していました。法令遵守は一人一人

の意識が重要だと考え周知を行なっていました。安全マネジメ

ントのアンケートを行ない浸透度の確認を行なっていました。

⒒ 安全統括管理者に係る情報

相鉄バス株式会社 安全統括管理者（2019年7月より）

取締役総務人事部長 本岡 利之
2022年度 安全報告書 相鉄バス株式会社 2023年6月発行

⒑ 運輸安全マネジメント評価の報告

2022年5月に行われた国土交通省の評価において、経営

トップを始め社員が一丸となって安全の確保に取り組んでいる

とともに見直し改善がなされており、助言事項なしとの評価を

頂きました。


